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再
稼
働
原
発
全
基
に
波
及
Ｐ

原
発
の
新
規
制
基
準
で
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
テ

ロ
対
策

の

「特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
」

（特
定
施
設
）
を
め
ぐ
り
、
再
稼

働
し
た
原
発
を
持

つ
関
西
電
力
、

四
国
電
力
、
九
州
電
力
の
三
社
が
、

そ
の
建
設
が
期
限
よ
り
遅
れ
る
見

通
し
を
示
し
た
問
題
で
、
原
子
力

規
制
委
員
会
は
四
月
二
十
四
目
、

期
限
の
延
長
を
認
め
な
い
こ
と
を

決
め
た
。

特
定
施
設
は
、
テ

ロ
に
よ
る
航

空
機
の
衝
突
な
ど
を
想
定
し
、
原

子
炉
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
遠

隔
操
作
で
原
子
炉
の
冷
却
を
継
続

す
る
た
め
の
施
設
。
当
初
は
新
規

制
基
準
施
行

（
二
〇

一
三
年
）
か

ら
五
年
以
内
の
設
置
す
る
も
の
と

さ
れ
た
。
し
か
し
、
新
規
制
基
準

一

に
よ
る
適
合
性
審
査
の
長
期
化
を

一

踏
ま
え
、
工
事
認
可
を
受
け
て
か

一

ら
五
年
以
内
に
猶
予
期
間
が
延
長

一

さ
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
社
は
四
月
十
七
日
の
規
制
委

一

と
の
意
見
交
換
で
、
再
稼
働
し
て

一
い
る
九
電

＝
川
内

１
、

２
号
機

（鹿
児
島
）
、
関
電
＝
高
浜
３
、

４
号
機

（福
井
県
）
同
＝
大
飯
３
、

４
号
機

（同
）
、
四
電
＝
伊
方
３

号
機

（愛
媛
県
）
の
計
四
原
発
七

基
で
、
特
定
施
設
の
建
設
が

一
年

ほ
ど
遅
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
九
電
＝
玄
海

３
、

４
号
機

（佐
賀
県
）
は
精
査
中
。
工
事
中

の
関
電

・
高
浜
１
、
２
号
機

（福

井
県
）
は
約
二
年
半
、
同

・
美
浜

３
号
は
約

一
年
半
遅
れ
る
見
通
し
。

川
内
１
号
機
は
来
年
二
月
、
最

も
早
く
期
限
を
迎
え
る
が
、
そ
の

時
点
で
、
施
設
建
設
が
完
了
し
て

い
な
け
れ
ば
、
運
転
停
止
と
な
る
。

他
の
原
発
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ

ブ（υ。各
社
は
安
全
対
策
の
工
事
が
大

規
模
に
な

っ
た
こ
と
を
遅
れ
の
理

由
に
挙
げ
る
が
、
四
月
二
十
四
日

の
規
制
委
定
例
会
で
、
更
田
豊
志

規
制
委
員
長
は

「
（期
限
超
過
で
）

基
準
不
適
合
状
態
に
な

っ
た
時
の

原
子
力
施
設
の
運
用
を
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

新
規
制
基
準
が
特
定
施
設
の
設

置
を
義
務
づ
け
な
が
ら
新
規
制
基

準
施
行
後
、
五
年
以
内
の
猶
予
期

限
を
設
け
る
こ
と
自
体
、
あ
り
え

な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
建
設

が
間
に
合
わ
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、

さ
ら
に
工
事
認
可
後
の
五
年
以
内

に
延
長
す
る
こ
と
も
お
か
し
な
こ

と
で
あ
る
。
新
規
制
基
準
が
安
全

第

一
で
は
な
く
、
事
業
者
優
先
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
論
を
言
え

ば
、
こ
の
特
定
施
設
が
航
空
機
衝

突
時
の
真
の
事
故
対
策
と
な
り
得

る
の
か
と
い
う
根
本
問
題
が
実
は

横
た
わ
る
。
新
規
制
基
準
そ
の
も

の
が
、
原
発
の
安
全
性
を
保
障
す

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

天
主
日
■
漏
剰
剣
‐Ｈ
ｎ‐Ｊ
倒
瞥
Ⅵ
一

一。糊躙職畔十月二十六
日
（土）
一

一〇
全
国
交
流
集
会
　
　
　
　
　
　
　
一

一
‐淋
謂
陽
‐‐‐
け
博
障
咤
叩
‐（阻
Ｌ

瓢
子
制

○
廃
炉
作
業
に
外
国
人
就
労
見
送
り

（
二
面
）

○
事
故
処
理
水

長
期
保
管
も
浮
上

（
三
面
）

○
韓
国
原
発
　
熱
出
力
急
上
昇
に
即
時
停
止
せ
ず

（五
面
）

●
日
本
は
数
十
年
に

及
ぶ
原
発
開
発

の
結

果
、
大
変
な

「負

の

遺
産
」
を
抱
え
る
に

至

っ
た
●
そ
の

一
つ

は
、
続
出
す
る
廃
炉
、
膨
大
な

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
プ

ル
ト

ニ
ウ
ム
保
有
、
垂
れ
流
し

の
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
で
あ

る
。
国
と
電
力
会
社
は
、
こ
れ

ら
の
処
理
処
分
の
見
通
し
の
な

い
ま
ま
、
原
発
開
発
に
見
切
り

発
車
し
た
が
、
現
在
も
、
こ
の

棚
上
げ
状
況
は
続
い
て
い
る
●

そ
の
二
つ
は
、
日
本
の
原
発
開

発
が
、
福
島
原
発
事
故
と
い
う

史
上
最
悪
の
公
害
を
起
こ
し
た

こ
と
で
あ
る
。
緊
急
に
被
災
者

・

被
災
地
対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、

八
年
余
を
経
過
し
な
が
ら
遅

々

と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
事
故

収
束
対
策
も
同
じ
く
進
ん
で
い

な
い
●
原
発
開
発
の
責
任
者
で

あ
る
国
と
電
力
会
社
に
は
、
こ

れ
以
上
の
責
任
放
棄
は
許
さ
れ

な
い
。
原
発
開
発
の

「負

の
遺

産
」
と
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と

で
あ
る
。
国
民
と
膝
を
突
き
合

わ
せ
た
対
策
を
進
め
る
こ
と
が

責
任
を
果
た
す
第

一
歩
で
あ
る
。


